
(57)【要約】

【課題】本発明は、構造の複雑化や経済性を低下させる

ことなく始動時のトルク特性を改善できる駆動用電動機

を提供することにある。

【解決手段】本発明は、固定子鉄心３に集中巻きした固

定子巻線６を備え、回転子鉄心８に回転子導体（９，１

２，１４，１５，１６Ａ～１６Ｄ）を備えた駆動用電動

機において、前記回転子導体（９，１２，１４，１５，

１６Ａ～１６Ｄ）を短絡する短絡リング１０，１３，１

７～２０を周方向に２ｎ（ｎは整数）分割したのである

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 定 子 鉄 心 に 集 中 巻 き し た 固 定 子 巻 線 を 備 え 、 回 転 子 鉄 心 に 回 転 子 導 体 を 備 え た 駆 動 用 電
動 機 に お い て 、 前 記 回 転 子 導 体 を 短 絡 す る 短 絡 リ ン グ を 周 方 向 に ２ ｎ （ ｎ は 整 数 ） 分 割 し
た こ と を 特 徴 と す る 駆 動 用 電 動 機 。
【 請 求 項 ２ 】
固 定 子 鉄 心 に 集 中 巻 き し た 固 定 子 巻 線 を 備 え 、 回 転 子 鉄 心 に 回 転 子 導 体 を 備 え た 駆 動 用 電
動 機 に お い て 、 前 記 回 転 子 導 体 は 、 回 転 子 鉄 心 の 外 径 側 に 位 置 す る 複 数 の 上 導 体 と 、 こ の
上 導 体 よ り も 内 径 側 に 位 置 す る 複 数 の 下 導 体 と を 備 え 、 前 記 上 導 体 の 周 方 向 の １ ／ ２ を 夫
々 短 絡 し た 第 １ 短 絡 リ ン グ と 第 ２ 短 絡 リ ン グ を 設 け 、 か つ 第 １ 短 絡 リ ン グ 及 び 第 ２ 短 絡 リ
ン グ は 他 の 短 絡 リ ン グ 側 に 位 置 す る 下 導 体 を 短 絡 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 駆
動 用 電 動 機 。
【 請 求 項 ３ 】
固 定 子 鉄 心 に 集 中 巻 き し た 固 定 子 巻 線 を 備 え 、 回 転 子 鉄 心 に 回 転 子 導 体 を 備 え た 駆 動 用 電
動 機 に お い て 、 前 記 回 転 子 導 体 は 、 回 転 子 鉄 心 の 外 径 側 に 位 置 す る 複 数 の 上 導 体 と 、 こ の
上 導 体 よ り も 内 径 側 に 位 置 す る 複 数 の 下 導 体 と を 備 え 、 前 記 上 導 体 の 周 方 向 の １ ／ ４ を 夫
々 短 絡 し た 第 １ 短 絡 リ ン グ ～ 第 ４ 短 絡 リ ン グ を 設 け 、 か つ 第 １ 短 絡 リ ン グ ～ 第 ４ 短 絡 リ ン
グ は 他 の 短 絡 リ ン グ 側 に 位 置 す る 下 導 体 を 短 絡 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 駆 動
用 電 動 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 回 転 子 鉄 心 は 、 前 記 回 転 子 導 体 よ り 内 径 側 に 永 久 磁 石 を 装 着 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ， ２ ま た は ３ 記 載 の 駆 動 用 電 動 機 。
【 請 求 項 ５ 】
固 定 子 鉄 心 に 集 中 巻 き し た 固 定 子 巻 線 と 、 回 転 子 鉄 心 に 回 転 子 導 体 と 、 こ の 回 転 子 導 体 よ
り も 内 径 側 の 回 転 子 鉄 心 に 装 着 し た 永 久 磁 石 と を 備 え た 駆 動 用 電 動 機 に お い て 、 前 記 回 転
子 導 体 を 短 絡 す る 短 絡 リ ン グ を 周 方 向 に ２ ｎ （ ｎ は 整 数 ） 分 割 し 、 か つ ｎ ≦ ２ ｐ （ ｐ は 極
数 ） と し た こ と を 特 徴 と す る 駆 動 用 電 動 機 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ま た は ５ 記 載 の 駆 動 用 電 動 機 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 駆 動 用 電 動 機 及 び こ れ を 用 い た 圧 縮 機 に 係 り 、 特 に 、 集 中 巻 き さ れ た 固 定 子 巻 線
を 固 定 子 に 備 え た 誘 導 電 動 機 や 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 等 の 駆 動 用 電 動 機 及 び こ
れ を 用 い た 圧 縮 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 構 造 が 簡 単 で 経 済 的 な 駆 動 用 電 動 機 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に
開 示 さ れ て い る よ う に 、 固 定 子 に 集 中 巻 き さ れ た 固 定 子 巻 線 を 備 え た 誘 導 電 動 機 や 自 己 始
動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ４ １ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ７ ４ ２ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 技 術 に よ れ ば 、 構 造 が 簡 単 で 経 済 的 な 小 型 の 駆 動 用 電 動 機 を 得 る こ と が で き る
。 し か し 、 誘 導 電 動 機 に お い て は 、 固 定 子 巻 線 を 集 中 巻 き と し た こ と に よ り 、 ２ 次 ， ４ 次
を 始 め と す る 偶 数 次 を 主 成 分 と す る 高 調 波 磁 束 が 大 き く な る 。 そ の 結 果 、 こ れ ら 高 調 波 磁
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束 に よ る 誘 導 電 動 機 始 動 時 の ト ル ク 特 性 の 劣 化 が 懸 念 さ れ て い る 。 そ の た め 、 高 調 波 磁 束
の 低 減 策 が 種 々 講 じ ら れ て い る が 、 そ れ ら は 構 造 を い た ず ら に 複 雑 化 さ せ た り 、 経 済 性 を
低 下 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 固 定 子 巻 線 を 集 中 巻 き と し た こ と に よ り 、 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 に お い
て も 、 始 動 時 は 誘 導 電 動 機 と し て 動 作 す る こ と か ら 偶 数 次 高 調 波 磁 束 に よ っ て 始 動 時 の 異
常 ト ル ク が 発 生 す る 問 題 が 生 じ 、 こ の 異 常 ト ル ク を 緩 和 す る た め に 種 々 の 対 策 が 講 じ ら れ
て い る が 、 結 果 的 に 、 誘 導 電 動 機 と 同 様 に 、 構 造 を 複 雑 化 さ せ 、 経 済 性 を 低 下 さ せ て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 構 造 の 複 雑 化 や 経 済 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 始 動 時 の ト ル ク 特 性 を 改 善
で き る 駆 動 用 電 動 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 固 定 子 鉄 心 に 集 中 巻 き し た 固 定 子 巻 線 を 備 え 、 回 転
子 鉄 心 に 回 転 子 導 体 を 備 え た 駆 動 用 電 動 機 に お い て 、 前 記 回 転 子 導 体 を 短 絡 す る 短 絡 リ ン
グ を 周 方 向 に ２ ｎ （ ｎ は 整 数 ） 分 割 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 構 成 の う ち 集 中 巻 固 定 子 巻 線 と 回 転 子 導 体 を 備 え る こ と に よ り 、 構 造 が 簡 単 で 経 済 的
な 駆 動 用 電 動 機 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 回 転 子 導 体 を 短 絡 す る 短 絡 リ ン グ を 周 方 向 に
偶 数 分 割 す る こ と に よ り 、 回 転 子 導 体 の 導 体 に 鎖 交 す る 偶 数 次 の 高 調 波 磁 束 が 低 減 す る の
で 、 導 体 に 誘 導 さ れ る う ず 電 流 に 含 ま れ る 高 調 波 成 分 も 低 減 で き 、 そ の 結 果 、 制 動 ト ル ク
の 発 生 を 抑 え て 始 動 時 の ト ル ク 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 に よ る 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 誘 導 電 動 機 に 基 づ い て 説 明 す る
。 一 般 に 誘 導 電 動 機 は 、 固 定 子 １ と 、 こ の 固 定 子 １ の 内 周 に 対 し 周 方 向 の 空 隙 を 介 し て 対
向 す る 外 周 を 有 す る 回 転 子 ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ し て 、 固 定 子 １ は 、 例 え ば 円 筒 状 に 形 成 し た 珪 素 鋼 板 を 積 層 し て 形 成 し た 固 定 子 鉄 心 ３
を 有 し 、 こ の 固 定 子 鉄 心 ３ の 周 方 向 に 等 ピ ッ チ で ３ つ の ス ロ ッ ト ４ を 内 径 側 か ら 外 径 側 に
向 か っ て 形 成 し 、 隣 接 す る ス ロ ッ ト ４ 間 に 歯 部 ５ を 形 成 し て い る 。 こ の よ う に 形 成 さ れ た
固 定 子 鉄 心 ３ の 各 歯 部 ５ に 固 定 子 巻 線 ６ を 夫 々 集 中 巻 き し て 装 着 し 、 Ｕ 相 固 定 子 巻 線 ６ Ａ
， Ｖ 相 固 定 子 巻 線 ６ Ｂ ， Ｗ 相 固 定 子 巻 線 ６ Ｃ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 方 、 回 転 子 ２ は 、 回 転 軸 ７ 上 に 例 え ば 円 筒 状 に 形 成 し た 珪 素 鋼 板 を 軸 方 向 に 積 層 し て 形
成 し た 回 転 子 鉄 心 ８ と 、 こ の 回 転 子 鉄 心 ８ の 外 径 側 に 、 周 方 向 等 ピ ッ チ と な る よ う に 、 軸
方 向 に 貫 通 さ せ て 装 着 し た 複 数 の 回 転 子 導 体 ９ と 、 こ れ ら 複 数 の 回 転 子 導 体 ９ の 回 転 子 鉄
心 ８ か ら 突 出 し た 端 部 を 電 気 的 に 短 絡 さ せ る 短 絡 リ ン グ １ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 の 形 態 に お け る 短 絡 リ ン グ １ ０ は 、 周 方 向 に ２ 分 割 さ れ た 第 １ 短 絡 リ ン グ １ ０ Ａ と
第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ０ Ｂ と を 有 し て お り 、 複 数 の 回 転 子 導 体 ９ も こ れ と 対 応 さ せ て 第 １ 回 転
子 導 体 郡 ９ Ａ と 第 ２ 回 転 子 導 体 ９ Ｂ に 分 け ら れ て い る 。 そ し て 、 第 １ 回 転 子 導 体 郡 ９ Ａ は
第 １ 短 絡 リ ン グ １ ０ Ａ に 接 続 し 、 第 ２ 回 転 子 導 体 ９ Ｂ は 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ０ Ｂ に 接 続 し て
い る 。 こ の よ う に 接 続 さ れ た 回 転 子 導 体 ９ と 短 絡 リ ン グ １ ０ は 、 電 気 的 に ２ つ の 回 路 を 構
成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
以 上 の よ う に 短 絡 リ ン グ １ ０ を 周 方 向 に ２ ｎ （ ｎ は 整 数 ） 分 割 し た の で 、 固 定 子 １ と 回 転
子 ２ と の 周 方 向 の 空 隙 に 分 布 す る 偶 数 次 の 高 調 波 磁 束 は 、 電 気 角 １ ８ ０ 度 ピ ッ チ で 積 分 し
平 均 化 す る と 、 正 負 の 振 幅 で 打 消 さ れ 、 原 理 的 に ゼ ロ と な る 。 即 ち 、 回 転 子 導 体 ９ と 短 絡
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リ ン グ １ ０ に よ る 回 路 が 電 気 角 １ ８ ０ 度 ピ ッ チ で 形 成 さ れ た ２ つ の 回 路 構 成 と な る の で 、
回 転 子 導 体 ９ に 鎖 交 す る 磁 束 は 、 ほ ぼ 基 本 波 成 分 の み と す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 結 果
、 ２ 分 さ れ た 第 １ 回 転 子 導 体 郡 ９ Ａ と 第 ２ 回 転 子 導 体 ９ Ｂ に 誘 導 さ れ る う ず 電 流 に 含 ま れ
る 偶 数 時 高 調 波 成 分 が 減 少 し 、 こ れ に よ り 始 動 時 発 生 す る 制 動 ト ル ク を 低 減 で き る の で 、
始 動 時 の ト ル ク 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 構 造 を 複 雑 化 し た り 、 経 済 性 を 低 下 さ せ る こ と な く
始 動 時 の ト ル ク 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。 勿 論 、 固 定 子 巻 線 ６ を 集 中 巻 と し た こ と に
よ り 、 構 造 が 簡 単 で 経 済 的 な 誘 導 電 動 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ は 、 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 に 本 発 明 を 適 用 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す も
の で 、 外 観 的 に は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 回 転 子 ２ に 永 久 磁 石 １ １ を 装
着 し た 点 で あ り 、 こ れ 以 外 の 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
即 ち 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 起 動 か ら 加 速 を 誘 導 電 動 機 と し て 行 い 、 定 速 運 転 を 同 期
電 動 機 と し て 行 う よ う に 、 回 転 子 鉄 心 ８ の 回 転 子 導 体 ９ よ り も 内 径 側 と な る 位 置 に 、 磁 極
数 ｐ が ２ 極 と な る よ う に 、 ６ つ の 永 久 磁 石 １ １ を 装 着 し た の で あ る 。 こ れ ら 永 久 磁 石 １ １
は 、 矩 形 断 面 を な し 、 回 転 子 鉄 心 ８ の 積 層 方 向 に 沿 っ て 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 短 絡 リ ン グ １ ０ を 周 方 向 に ２ ｎ （ ｎ は 整 数 ） 分 割 し 、 ｎ ≦ ２ ｐ （ ｐ は 極 数 ） と
し た こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 ま た 、 商 用 周 波 数
の 電 源 で 運 転 す る に 際 し 、 始 動 時 は 回 転 子 導 体 ９ に よ る か ご 型 回 転 子 巻 線 に よ り 誘 導 電 動
機 と し て 同 期 速 度 直 前 ま で 駆 動 及 び 加 速 し 、 そ の 後 は 同 期 引 き 入 れ し て 永 久 磁 石 １ １ に よ
り 同 期 電 動 機 と し て 運 転 す る こ と が で き る の で 、 始 動 が 円 滑 な 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ 及 び 図 ５ は 、 誘 導 電 動 機 に 本 発 明 を 適 用 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 図 １ 及
び 図 ２ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 回 転 子 導 体 １ ２ と 短 絡 リ ン グ １ ３ と の 接
続 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
即 ち 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 短 絡 リ ン グ １ ３ は 、 周 方 向 に ２ ｎ （ ｎ は 整 数 ） 分 割 、 即 ち
、 ４ 分 割 さ れ た 第 １ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ａ ， 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ｂ ， 第 ３ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ｃ ，
第 ４ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ｄ を 用 い て い る 。 同 様 に 、 複 数 の 回 転 子 導 体 １ ２ も こ れ と 対 応 さ せ て
第 １ 回 転 子 導 体 郡 １ ２ Ａ ， 第 ２ 回 転 子 導 体 郡 １ ２ Ｂ ， 第 ３ 回 転 子 導 体 郡 １ ２ Ｃ ， 第 ４ 回 転
子 導 体 １ ２ Ｄ に 分 け て い る 。 そ し て 、 第 １ 回 転 子 導 体 郡 １ ２ Ａ は 第 １ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ａ に
接 続 し 、 第 ２ 回 転 子 導 体 １ ２ Ｂ は 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ｂ に 接 続 し 、 第 ３ 回 転 子 導 体 郡 １ ２
Ｃ は 第 １ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ｃ に 接 続 し 、 第 ４ 回 転 子 導 体 １ ２ Ｄ は 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ３ Ｄ に 接
続 し て い る 。 こ の よ う に 接 続 さ れ た 回 転 子 導 体 ９ と 短 絡 リ ン グ １ ０ は 、 電 気 的 に ４ つ の 回
路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 の よ う に 短 絡 リ ン グ １ ２ を 周 方 向 に ４ 分 割 し て 、 回 転 子 導 体 １ ２ と 短 絡 リ ン グ １ ３ に
よ る 回 路 を ４ つ と す る こ と に よ り 、 回 転 子 導 体 １ ２ に 鎖 交 す る 偶 数 次 の 高 調 波 磁 束 を さ ら
に 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 ４ 分 さ れ た 第 １ ～ 第 ４ 回 転 子 導 体 郡 １ ２ Ａ ～ １
２ Ｄ に 夫 々 誘 導 さ れ る う ず 電 流 に 含 ま れ る 高 調 波 成 分 も さ ら に 減 少 し 、 こ れ に よ り 始 動 時
発 生 す る 制 動 ト ル ク を さ ら に 低 減 で き る の で 、 始 動 時 の ト ル ク 特 性 を さ ら に 改 善 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ は 、 本 発 明 を 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 に 適 用 し た 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 す も
の で 、 外 観 的 に は 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 回 転 子 ２ に 永 久 磁 石 １ １ を 装
着 し た 点 で あ り 、 こ れ 以 外 の 構 成 は 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 効 果 を 奏 す る ほ か 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と
同 じ よ う に 、 始 動 が 円 滑 な 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ 及 び 図 ８ は 、 誘 導 電 動 機 に 本 発 明 を 適 用 し た 第 ５ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 図 １ 及
び 図 ２ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 上 回 転 子 導 体 １ ４ ， 下 回 転 子 導 体 １ ５ 及
び 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ と で 二 重 か ご 型 回 転 子 巻 線 を 構 成 し た こ と と 、 こ れ ら
を 短 絡 す る 第 １ 及 び 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ７ ， １ ８ の 接 続 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
即 ち 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 上 回 転 子 導 体 １ ４ は 回 転 子 鉄 心 ８ の 外 径 側 に 周 方 向 に 等 間
隔 に 複 数 装 着 さ れ て お り 、 下 回 転 子 導 体 １ ５ は 上 回 転 子 導 体 １ ４ よ り 内 径 側 の 回 転 子 鉄 心
８ に 、 上 回 転 子 導 体 １ ４ と 対 向 す る よ う に 同 数 装 着 さ れ て い る 。 こ れ ら 上 及 び 下 回 転 子 導
体 １ ４ ， １ ５ は 、 夫 々 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ ， 第 ２ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｂ 及 び 第 １ 下
回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ ， 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ は 前 記 上 及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５ を 周 方 向
に ２ 分 す る 位 置 、 云 い 代 え れ ば 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ ， 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ と
第 ２ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｂ ， 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ と の 境 界 部 と な る 位 置 の 回 転 子 鉄
心 ８ に 装 着 さ れ て い る 。 こ れ ら 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ は 、 外 径 側 が 前 記 上 回 転
子 導 体 １ ４ の 外 径 側 と 同 じ 位 置 と な る よ う に 、 内 径 側 が 前 記 下 回 転 子 導 体 １ ５ の 内 径 側 と
同 じ 位 置 と な る よ う に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 方 、 こ れ ら 上 及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５ ， 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 端 部 を
短 絡 す る 第 １ 及 び 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ７ ， １ ８ は 、 ２ 分 さ れ た 上 部 及 び 下 部 の 回 転 子 導 体 １
４ ， １ ５ を 交 互 に 接 続 し て 短 絡 さ せ て い る 。 即 ち 、 第 １ 短 絡 リ ン グ １ ７ の 第 １ 短 絡 部 １ ７
Ａ は 前 記 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ を 短 絡 す る と 共 に 、 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ｂ を 短 絡 し
、 さ ら に 前 記 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ を 第 ２ 短 絡 部 １ ７ Ｂ で 短 絡 し て い る 。 第 ２ 短 絡 リ
ン グ １ ８ の 第 １ 短 絡 部 １ ８ Ａ は 前 記 第 ２ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｂ を 短 絡 す る と 共 に 、 長 断 面
回 転 子 導 体 １ ６ Ａ を 短 絡 し 、 さ ら に 前 記 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ を 第 ２ 短 絡 部 １ ８ Ｂ で
短 絡 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ に 実 施 の 形 態 と 同 等 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 こ の ほ か
、 二 重 か ご 型 を 構 成 す る 上 及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５ を 周 方 向 に ２ 分 し た 上 、 第 １ 短 絡
リ ン グ １ ７ 及 び 第 ２ 短 絡 リ ン グ １ ８ は 夫 々 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ 及 び 第 ２ 上 回 転 子 導
体 郡 １ ４ Ｂ を 短 絡 す る と 共 に 、 他 の 短 絡 リ ン グ 側 に 位 置 す る 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ 及
び 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ を 交 互 に 接 続 し て 短 絡 さ せ て い る の で 、 始 動 ト ル ク を 滑 ら か
に す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ 及 び 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ は
、 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ を 挟 み 込 む よ う に 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 短 節 ピ ッ
チ で 巻 回 さ れ る の で 、 上 回 転 子 導 体 １ ４ と 下 回 転 子 導 体 １ ５ と に 誘 導 電 流 の 位 相 差 が 生 じ
、 そ の た め 偶 数 次 高 調 波 成 分 を 低 減 で き る と と も に 、 奇 数 時 高 調 波 成 分 を も 抑 制 す る こ と
が で き る 。 そ の 結 果 、 よ り 滑 ら か な 回 転 子 起 磁 力 分 布 が 得 ら れ 、 起 動 ト ル ク を 滑 ら か に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ９ は 、 本 発 明 を 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 に 適 用 し た 第 ６ の 実 施 の 形 態 を 示 す も
の で 、 外 観 的 に は 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 回 転 子 ２ に 永 久 磁 石 １ １ を 装
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着 し た 点 で あ り 、 こ れ 以 外 の 構 成 は 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 効 果 を 奏 す る ほ か 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と
同 じ よ う に 、 始 動 が 円 滑 な 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 誘 導 電 動 機 に 本 発 明 を 適 用 し た 第 ７ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 図
７ 及 び 図 ８ に 示 す 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 二 重 か ご 型 回 転 子 巻 線 を 構 成 す る 上
及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５ ， 長 断 面 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｄ を ４ 郡 に 分 け た こ と と 、 こ れ ら を 短
絡 す る ４ つ の 第 １ ～ 第 ４ 短 絡 リ ン グ １ ７ ～ ２ ０ の 接 続 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
即 ち 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 上 回 転 子 導 体 １ ４ は 回 転 子 鉄 心 ８ の 外 径 側 に 周 方 向 に 等 間
隔 に 複 数 装 着 さ れ て お り 、 下 回 転 子 導 体 １ ５ は 上 回 転 子 導 体 １ ４ よ り 内 径 側 の 回 転 子 鉄 心
８ に 、 上 回 転 子 導 体 １ ４ と 対 向 す る よ う に 複 数 装 着 さ れ て い る 。 こ れ ら 上 及 び 下 回 転 子 導
体 １ ４ ， １ ５ は 、 夫 々 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ ～ 第 ４ 上 部 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｄ 及 び 第 １
下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ ～ 第 ４ 下 部 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｄ の ４ 郡 に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 ４ つ の 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｄ は 前 記 上 及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５ を
周 方 向 に ４ 分 す る 位 置 、 云 い 代 え れ ば 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ ， 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １
５ Ａ と 第 ４ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｄ ， 第 ４ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｄ 間 、 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １
４ Ａ ， 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ と 第 ２ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｂ ， 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５
Ｂ 間 、 第 ２ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｂ ， 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ と 第 ３ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４
Ｃ ， 第 ３ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｃ 間 、 第 ３ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｃ ， 第 ３ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５
Ｃ と 第 ４ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｄ ， 第 ４ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｄ 間 に 位 置 す る 回 転 子 鉄 心 ８ に
装 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｄ は 、 外 径 側 が 前 記 上 回
転 子 導 体 １ ４ の 外 径 側 と 同 じ 位 置 と な る よ う に 、 内 径 側 が 前 記 回 転 子 導 体 １ ５ の 内 径 側 と
同 じ 位 置 と な る よ う に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 こ れ ら 上 及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５ ， 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｄ の 端 部 を
短 絡 す る 第 １ ～ 第 ４ 短 絡 リ ン グ １ ７ ～ ２ ０ は 、 ４ 分 さ れ た 上 及 び 下 回 転 子 導 体 １ ４ ， １ ５
を 巴 状 に 交 互 に 接 続 し て 短 絡 さ せ て い る 。 即 ち 、 第 １ 短 絡 リ ン グ １ ７ の 第 １ 短 絡 部 １ ７ Ａ
は 前 記 第 １ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ａ を 短 絡 す る と 共 に 、 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ｂ を 短 絡 し 、
さ ら に 前 記 第 ２ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｂ を 第 ２ 短 絡 部 １ ７ Ｂ で 短 絡 し て い る 。 第 ２ 短 絡 リ ン
グ １ ８ の 第 １ 短 絡 部 １ ８ Ａ は 前 記 第 ２ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｂ を 短 絡 す る と 共 に 、 長 断 面 回
転 子 導 体 １ ６ Ｃ を 短 絡 し 、 さ ら に 前 記 第 ３ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ｃ を 第 ２ 短 絡 部 １ ８ Ｂ で 短
絡 し て い る 。 第 ３ 短 絡 リ ン グ １ ９ の 第 １ 短 絡 部 １ ９ Ａ は 前 記 第 ３ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｃ を
短 絡 す る と 共 に 、 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ｄ を 短 絡 し 、 さ ら に 前 記 第 ４ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５
Ｄ を 第 ２ 短 絡 部 １ ９ Ｂ で 短 絡 し て い る 。 第 ４ 短 絡 リ ン グ ２ ０ の 第 １ 短 絡 部 ２ ０ Ａ は 前 記 第
４ 上 回 転 子 導 体 郡 １ ４ Ｄ を 短 絡 す る と 共 に 、 長 断 面 回 転 子 導 体 １ ６ Ａ を 短 絡 し 、 さ ら に 前
記 第 １ 下 回 転 子 導 体 郡 １ ５ Ａ を 第 ２ 短 絡 部 ２ ０ Ｂ で 短 絡 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 上 記 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 効 果 を 奏 す る ほ か 、 回 転 子 導 体 を ４
郡 に 分 け 、 電 気 角 で 略 １ ８ ０ 度 ピ ッ チ で 巻 回 さ れ る よ う な ４ つ の 短 絡 リ ン グ で 巴 状 に 短 絡
し た の で 、 短 絡 リ ン グ を ２ 分 割 し た 場 合 に 比 べ 偶 数 次 高 調 波 成 分 を よ り 大 き く 低 減 で き 、
ト ル ク 特 性 を さ ら に 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 １ ２ は 、 本 発 明 を 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 に 適 用 し た 第 ８ の 実 施 の 形 態 を 示 す
も の で 、 外 観 的 に は 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 は 、 回 転 子 ２ に 永 久 磁 石 １ １ を 装
着 し た 点 で あ り 、 こ れ 以 外 の 構 成 は 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 効 果 を 奏 す る ほ か 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と
同 じ よ う に 、 始 動 が 円 滑 な 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 駆 動 用 電 動 機 を 圧 縮 機 に 適 用 し た 一 例 を 図 １ ３ に 基 づ い て
説 明 す る 。 こ こ に 用 い た 駆 動 用 電 動 機 は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 永
久 磁 石 式 同 期 電 動 機 を 用 い た 。 し た が っ て 、 図 ３ と 同 一 符 号 は 同 一 部 品 を 示 す の で 、 永 久
磁 石 式 同 期 電 動 機 の 再 度 の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
圧 縮 機 ２ １ は 、 円 筒 状 の 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ と 、 こ の 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ 内 に 設 置 さ れ 駆 動 用
電 動 機 と な る 自 己 始 動 型 の 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 ２ ３ と 、 こ の 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 ２ ３
に よ り 駆 動 さ れ 前 記 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ 内 に 設 置 さ れ る 圧 縮 機 構 部 ２ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 ２ ３ は 、 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ 内 に 軸 受 ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ｂ を 介 し て 回 転 自
在 に 支 承 さ れ た 回 転 軸 ７ に 固 定 さ れ た 回 転 子 ２ と 、 こ の 回 転 子 ２ に 周 方 向 の 空 隙 を 介 し て
対 向 し 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ 内 固 定 さ れ た 固 定 子 １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 ２ ３ を 駆 動 用 電 動 機 と し て 用 い た 圧 縮 機 ２ １
の 圧 縮 機 構 部 ２ ４ は 、 回 転 軸 ７ の 上 端 に 形 成 さ れ た ク ラ ン ク 軸 ２ ６ に よ っ て 旋 回 す る 旋 回
ス ク ロ ー ル 部 材 ２ ７ と 、 こ の 旋 回 ス ク ロ ー ル 部 材 ２ ７ と 噛 合 う 固 定 ス ク ロ ー ル 部 材 ２ ８ と
を 備 え て い る 。 そ し て 、 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル 部 材 ２ ７ は 、 端 板 ２ ９ に 直 立 す る 可 動 渦 巻 状
ラ ッ プ ３ ０ を 有 し 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル 部 材 ２ ８ は 、 可 動 渦 巻 状 ラ ッ プ ３ ０ と 噛 合 う 固 定
渦 巻 状 ラ ッ プ ３ １ と 、 こ の 固 定 渦 巻 状 ラ ッ プ ３ １ を 直 立 支 持 す る 端 板 ３ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 圧 縮 機 構 部 ２ ４ の 可 動 渦 巻 状 ラ ッ プ ３ ０ を ク ラ ン ク 軸 ２ ６ に よ っ て
旋 回 運 動 さ せ る と 、 可 動 渦 巻 状 ラ ッ プ ３ ０ と 固 定 渦 巻 状 ラ ッ プ ３ １ と に よ っ て 形 成 さ れ た
圧 縮 室 ３ ３ Ａ が 外 径 側 か ら 中 心 に 向 か っ て 移 動 す る 過 程 で 次 第 に 容 積 を 縮 小 し 、 圧 縮 動 作
を 行 う の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
前 記 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ 内 の 底 部 に は 、 潤 滑 油 ３ ７ が 満 た さ れ て お り 、 こ の 潤 滑 油 ３ ７ 内 に
前 記 回 転 軸 ７ の 下 端 を 浸 し て い る 。 こ の 回 転 軸 ７ に は ク ラ ン ク 軸 ２ ６ ま で 貫 通 す る 油 孔 ３
８ が 設 け ら れ て お り 、 回 転 軸 ７ の 回 転 時 の 圧 力 差 を 利 用 し て 、 前 記 潤 滑 油 ３ ７ を 旋 回 ス ク
ロ ー ル 部 材 ２ ７ と ク ラ ン ク 軸 ２ ６ 間 及 び 軸 受 ２ ５ Ａ へ 給 油 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
以 上 の よ う に 構 成 し た 圧 縮 機 ２ １ は 、 運 転 を 開 始 す る と 、 ガ ス 供 給 口 ３ ４ か ら 供 給 さ れ た
ガ ス を 外 径 側 に 位 置 す る 圧 縮 室 ３ ３ Ａ に 供 給 す る 。 こ の 圧 縮 室 ３ ３ Ａ に 供 給 さ れ た ガ ス は
中 心 側 の 圧 縮 室 ３ ０ Ｂ に 至 る 間 に 圧 縮 さ れ 、 こ の 圧 縮 室 ３ ０ Ｂ に 設 け た 吐 出 口 ３ ５ か ら 密
封 圧 力 容 器 ２ ２ 内 に 吐 出 さ れ る 。 吐 出 さ れ た 圧 縮 ガ ス は 、 圧 縮 機 構 部 ２ ４ と 永 久 磁 石 式 同
期 電 動 機 ２ ３ の 間 に 廻 り 込 み 、 こ こ の 密 封 圧 力 容 器 ２ ２ の 側 壁 に 設 け た 吐 出 パ イ プ ３ ６ か
ら 圧 縮 機 １ 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う に 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 を 圧 縮 機 に 適 用 す る こ と に よ り 、 一 定 速 圧 縮 機 の 高
効 率 化 を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
尚 、 一 例 と し て 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 を 圧 縮 機 に 適 用 し た が 、 こ
れ に 限 ら ず 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 誘 導 電 動 機 や 永 久 磁 石 式 同 期 電 動 機 を 用 い る こ と が で き
る こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 構 造 の 複 雑 化 や 経 済 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 始 動 時
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の ト ル ク 特 性 を 改 善 で き る 駆 動 用 電 動 機 及 び こ れ を 用 い た 圧 縮 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と し て 誘 導 電 動 機 を 示 す 概 略 斜 視
図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ ― Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 と し て 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期
電 動 機 を 示 す 図 ２ 相 当 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 と し て 誘 導 電 動 機 を 示 す 概 略 斜 視
図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｂ ― Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 と し て 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期
電 動 機 を 示 す 図 ５ 相 当 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 と し て 誘 導 電 動 機 を 示 す 概 略 斜 視
図 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｃ ― Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 と し て 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同 期
電 動 機 を 示 す 図 ８ 相 当 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 と し て 誘 導 電 動 機 を 示 す 概 略 斜
視 図 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｄ ― Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 の 第 ８ の 実 施 の 形 態 と し て 自 己 始 動 型 永 久 磁 石 式 同
期 電 動 機 を 示 す 図 １ １ 相 当 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 用 電 動 機 を 適 用 し た 圧 縮 機 を 示 す 概 略 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 固 定 子 、 ２ … 回 転 子 、 ３ … 固 定 子 鉄 心 、 ５ … 歯 部 、 ６ … 固 定 子 巻 線 、 ８ … 回 転 子 鉄 心
、 ９ ， １ ２ … 回 転 子 導 体 、 １ ４ … 上 回 転 子 導 体 、 １ ５ … 下 回 転 子 導 体 、 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｄ …
長 断 面 回 転 子 導 体 、 １ ０ ， １ ３ ， １ ７ ～ ２ ０ … 短 絡 リ ン グ 、 １ １ … 永 久 磁 石 、 ２ １ … 圧 縮
機 、 ２ ３ … 駆 動 用 電 動 機 、 ２ ４ … 圧 縮 機 構 部 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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